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問題意識：学術と社会 ~乖離から一致へ~
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▷大きなテーマ
-将来の人口動態を見据えた社会・人間の在り方
-分断社会の超克
-新たな人類社会を形成する価値の創造

人文学・社会科学を軸とした学術知共創プロジェクト
-総括図
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学術知共創プロジェクト
▶R4年度計画-タイムスケジュール

②

事運事運事運

WS07~09の報告/R4年度計画について

事運

WS10の報告/WS11~13の相談 最終WSの報告 R3年度の総括

先導的人社会事業
応募〆切

参加公募

2/18~3/6

トピックス
募集

1/17~1/27
WS 3/7

参加公募

2/18~3/11

トピックス
募集

1/17~1/27
WS 3/17

参加公募

2/25~3/17

トピックス
募集

12/20~1/16
WS 3/22

広島大学と
企画調整

④
③

WS10
(3テーマ合同)
収録à公開
5/16à5/30

今ココ

R3年度シンポジウム(2/15)

事運

WS

論点
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① ⑤
WS論点5/27

論点 6/1

論点 6/13

【学術知サロン①】
【学術知サロン②】

WS企画
テーマ
論点

WS企画
テーマ
論点

WS企画
テーマ
論点

WS

WS

先導的人社会事業
応募〆切

研究チーム支援
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①シンポジウム(2/15開催)
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①シンポジウム(2/15開催)
▶指摘されたポイント（話題提供）：

●水俣・福島の事例かせ見るならば、人々に変容をもたらすのは知識だけでな
く、課題に向き合い続けている現場から生まれた「知恵」である。一方で知識
と知恵の生産様式の違いにどう向き合うべきかも重要である。
●アカデミズムに対する「不信頼」の構造と悪循環があり、研鑽のための活力
や余裕が生まれにくい業務環境にある。アカデミズムが研究室から社会へ開
き、貢献することが重要である。
●アカデミズムの多様性の背後には、研究分野だけでなく、学問文化や価値観
が存在かる。また、報酬、評価、認知などの個人的課題等、アカデミズムは一
括りにはできず複雑な仕組みの上に成り立っている。アカデミズムを公共財と
して捉え、大学と社会の関係を「責任ある設計」にしていく必要がある。
●まちづくりの現場の経験から、アカデミズムと社会の交流が重要である。大
学は地域と科学をつなぐプレイヤーになりうるが、アカデミズムと社会の時間
の物差しの違いを理解することが重要。活動の評価に偏差がかかっている問題
もある。
●民間の研究開発組織において、ELSIやコミュニケーション研究など、人文
学・社会科学系の研究者と協働しているが、企業視点から見ると、学術的価値
や有用性、連携効果が見えづらく、大学と積極的に連携するという発想に至り
にくい。企業・大学それぞれから価値を積極的に発信していく必要性がある。
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①シンポジウム(2/15開催)
▶指摘されたポイント（パネルディスカッション）：

●研究者の実務的諸活動が説明できない/共有しにくい
●専門知を実践に活用しても論文などの業績に反映しにくい
●アカデミア以外のフィールドにおける研究者の振る舞い方が重要
●研究者評価において、地域活動がうまく評価されにくいことが、社会的責任
を果たしにくくしている
●多角的に評価されるはずの研究者が一元的な尺度で評価されている
●大学、大学人が社会から信頼を獲得するために何が必要か
●企業倫理などの策定において、プロセスや手続きを公開することで納得感を
形成することが重要
●評価基準や評価方法における透明性の担保が必要
●当事者の要望が考慮されない評価制度の設計手法、任期付き雇用の増加と評
価の運用課題、諸外国の研究者雇用との比較などが検討されるべき
●公共の場における公正性の基準について、最もvulnerable(脆弱)なところに
停滞する声が反映されているかという視点が必要
●声なき声を傾聴し、可視化するところに人文学・社会科学の役割がある
●アカデミアが地域に入ることによる影響を考えるべき
●地域と社会、大学を接続するロールモデルを作るべき
●社会との距離が近くなることから起こる問題として、意図せず何かの勢力に
加担する可能性があり、研究者や大学に対する信頼の失墜につながる
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②WS07_政策と専門知(3/7開催)
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②WS07_政策と専門知(3/7開催)
速報版記事(WS07)：https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/post/52.html

▶ワークショップの振り返り、チーム構築の相談、他のワークショップの案内等を通じて関係を維持
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②WS07_政策と専門知(3/7開催)

●WS07：政策と専門知
記事：https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/post/59.html

【概要】
冒頭、テーマ代表者の大阪大学感染症総合教育研究拠点 大竹文雄特任教授が、人文社会科学の専門知を政策立案に活かしていくこ
とが求められている中で、「今」「おおよその方向性」を求める政策担当者と「精緻で正確な見解」を探究している研究者との間
に存在する認識の乖離が深刻な課題であることを指摘しました。それらの課題に向き合うために、研究者と政策担当者との密な連
携、市民が情報を正確に受け取ることができるような発信の仕方について考えるという、本ワークショップの主題を提起しました。
続いて、2人のパネリストが話題提供を行いました。最初に、東京大学大学院経済学研究科 仲田泰祐准教授が「政策決定に活か
される『知』とは？」と題して、アメリカ中央銀行で政策分析・研究を行ってきた経験を踏まえ、アメリカの金融政策と日本のコ
ロナ政策を比較しながら政策を支える専門知の在り方について問題を提起しました。もう一人のパネリストである文化人類学・医
療人類学の研究者 磯野真穂氏は「リスクとその醸造のプロセス―医療人類学の視点から」と題して、カナダの原住民や医療機関に
おける医師-患者間のコミュニケーションを例として、キーワードによるリスクの醸造について分析した結果を示しながら、専門家
によるリスク提示の問題点を指摘しました。
一つの話題提供が終わるごとに、大竹特任教授とパネリスト2人に6人の研究者・実務者が加わり、多角的な視点から活発な議論
が行われました。その議論内容について、以下の4つの論点に整理しました。

【論点】
１）善き政策(行動)のために真の探究活動(専門知)がどのように関わることができるか
２）時間制限がある中で、異なる専門知間の見解をつなげて、ひとつまたは複数の提案にする方法
をどう確立していくか
３）政策担当者が学術に求める「期待」に向き合うための専門家の基本的姿勢をどう考えていくか
４）専門知を制作に活かすために、現在の日本の構造的な問題にどう働きかけていくのか
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③WS08_VULNERABILITY(3/17開催)
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③WS08_VULNERABILITY(3/17開催)
速報版記事(WS08)：https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/post/53.html

▶ワークショップの振り返り、チーム構築の相談、他のワークショップの案内等を通じて関係を維持
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③WS08_VULNERABILITY(3/17開催)
●WS08：VULNERABILITY
記事：https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/post/59.html

【概要】
冒頭、テーマ代表者の京都大学大学院文学研究科 出口康夫教授が、本シンポジウムのテーマである「Vulnerability」について
「傷つきやすさ・可傷性」という一般的な訳語とともに、それを超えた多様な意味を持つ概念であること、近年、多くの領域に
またがって使われる思潮のキーワードとなっていることを紹介しました。そのうえで、”ひと”に普遍的に備わっている「実存的
Vulnerability」と、ある特定の集団だけが背負わされている「社会的Vulnerability」の内実やそれらの間の関係性や、ロボット
やAIが”ひと”と同じようにVulnerabilityを備えるべきなのか、そもそも備えることができるのか、といった問いから、”ひと”は
ロボット・AIとどのような関係を築いていけるのかについて改めて考え直す契機になるのではないか、など、様々な問いを投げ
かけました。
続いて、2人のパネリストが話題提供を行いました。最初に、北海道大学人間知×脳×AI研究教育センター長・田口茂教授が
「生命の不安定性と生命的コミュニケーション」と題して、“ひと”と真にコミュニケーションができるパートナーとしてのAI・
ロボットなどの人工主体が備えるべき条件として、本質的な傷つきやすさ・不安定さが含まれているべきではないかという課題
を提示しました。もう一人のパネリストである株式会社KANDO・田崎有城代表取締役は、先端技術の社会実装やスタートアッ
プ企業の支援に関わる立場から、ロボットやAIなどの先端技術の社会実装における人文学・社会科学の役割、AIを活用して定性
価値を定量価値に変換する動きなどについて、具体的な事例を交えて実践知を紹介しました。
その後、モデレーターに甲南大学・井野瀬久美惠教授を迎えて、出口教授とパネリスト2人に5人の研究者・実務者を交えた計
９名による全体討議が行われました。その議論の内容を、以下の４つの論点に整理しました。

【論点】
１）AI・ロボットなどの異質な存在をどのように位置付けるか
２）「ひと」が持つVulnerabilityの本質な何か。それをAIやロボットなど人工物で解消できる
か
３）技術の発展過程において、学術間のコミュニケーションをどのように醸成していくか
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④WS09_平和へのアプローチ(3/22開催)
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④WS09_平和へのアプローチ(3/22開催)
速報版記事(WS09)：https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/post/54.html

▶ワークショップの振り返り、チーム構築の相談、他のワークショップの案内等を通じて関係を維持
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④WS09_平和へのアプローチ(3/22開催)
●WS09：平和へのアプローチ
記事：https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/post/61.html
【概要】
冒頭、テーマ代表者の大阪大学大学院人間科学研究科の稲場圭信教授から、社会における分断は、多様な要素が無秩序かつ複雑
に絡み合うことで存在し、文化や宗教、経済構造など多くの要因がそれぞれ深く関与していることが課題解決を非常に困難にし
ていると指摘しました。そして、社会における分断の構造を乗り越えるために学問と実践の共創を一歩一歩進めていく重要性に
言及しました。その上で、海外における紛争地が抱える状況や難民問題など具体的な事例を取り上げ、平和へのアプローチにお
ける実践と共創する学術の可能性を徹底的に議論したいと、本ワークショップの趣旨を語りました。
続いて、パネリストによる話題提供とそれをベースにしたセッションが3回行われました。最初の話題提供では、広島大学大
学院人間社会科学研究科の吉田修教授が「『与える』から『学ぶ』へ：研究者が関わるミンダナオの平和構築」と題して、紛争
後の和平プロセスの中で樹立された自治政府の行政能力開発を支援する取り組みの経験から、日本の行政活動の中で培われた理
論や概念を平和構築に活かすことができる可能性を示しました。2回目は、大阪女学院大学国際・英語学部の奥本京子教授が、
「平和紛争学における芸術アプローチ：東アジアの実践から」と題して、暴力と平和の間にあるコンフリクトを可視化・顕在化
させ、平和の形へとトランスフォームさせていく方法を提示し、その実践として行っている演劇や語りなどアートを通じた平和
教育プログラムを紹介しました。
最後は、明治学院大学国際平和研究所の米川正子研究員が、「下の視点から平和を考える：難民、国連PKO(平和維持軍)、グ
ローバル社会」と題して、UNHCR(国連難民高等弁務官事務所)の職員としての経験を述べながら、難民の発生には平和構築・
国家建設の副作用という側面があるのではないか、PKOは本当に平和維持や平和構築に役立っているのか、といった問いを投げ
かけ、グローバル社会が紛争の加害者になり得る危険性を指摘しました。
各セッションは、広島大学学術院の片柳真理教授、広島大学大学院人間社会科学研究科の桑島秀樹教授をモデレーターに、稲
場教授とパネリストの他、多様な分野の研究者・実務者を交えて計12名で活発に行われ、熱のこもった議論が展開されました。
それら議論の内容を、以下の４つの論点にしたがって整理しています。
【論点】
１）人類が自分たちすべてを殺戮する軍事力を持ってしまった中、「平和」をどのように構築していくのか
２）個別性の高い専門知・経験知を、いかに平場に出し合い・活かし合う相互補完的なコミュニティを築いて
いけるか
３）補完行政や難民支援等の個別的・具体的な取り組みに対して、学術はどのように応えることができるのか
４）「平和」や「紛争」という意味の多義性を持つ言葉を解きほぐしつつ、世界を平和に導く仲保者的な役割
をどのように果たすことができるか
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⑤WS10(5/16収録)
いのちを大切にする社会を目指してー学術知と大学の役割

動画公開(WS10)：https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/post/58.html
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⑤WS10(5/16収録)
いのちを大切にする社会を目指してー学術知と大学の役割

動画公開(WS10)：https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/post/58.html
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今後の課題

▶ワークショップ WS11～13（8月以降）
・過去に出された論点(主にWS10) を踏まえ、大きなテーマごとに1回ずつ実施する
・ワークショップ後にサロン等を通じて論点を深め、研究チームの構築につなげる

▶シンポジウム（12月以降）
・2年半の事業を総括し、社会に発信する

▶言語化
・13回のワークショップ（特にWS10）で出された論点を参考に、目指すべき価値や社
会、それらを実現するためのコミュニケーションや政策の在り方について論じるととも
に、学術や大学が果たすべき役割を言語化する

▶ネットワークの構築と拡大
・事業終了後も、これまで協力・支援していただいた組織や個人を中心に「共創の
場」を持ち続け、ネットワークを構築し拡げる
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